



The Meanings and Roles of Some Handmade Toys that Stimulate Sensorimotor Play 
































感覚運動期 誕生～ 歳 反射、シェマ（認知の枠組み）の形成、シェマの協調




























































































































































































































歳児 歳児 歳児 混合
見立てつもり遊びのおもちゃや仕切りのための道具 1 19 26
のりもの（車、電車） 1 4 3
道路マット・専用道路・線路 1 3 1
手指を使う遊び（ひも通し、ボタンはめ） 3 8 11 1
楽器（マラカス、タンブリン） 2 9 3
転がすおもちゃ（ボール転がし、どんぐり転がし） 2 2 3





感触遊び（ウレタンボール、感触マット） 1 3 1



































































































子どもの発達にあった玩具を提供できる。 11 子どもに対する保育者の思いが高まる。 1
子どもの興味に合わせられる。 3 安心安全な保育ができる。 1
温かみを感じられる。 3 子どもの育ちに必要である。 1
身近な素材を再利用できる。 2 工夫して遊びを発展させられる。 1
既製品にないアイデアが感じられる。 2 子どもに安心感がある。 1
子どもの感性や指先の発達に必要。 1 子どもが簡単に遊べる。 1
子どもの育ちを見直すきっかけになる。 1 子どものイメージ、遊びが広がりやすい。 1
感触を楽しめる。 1 おもちゃを身近に感じる。 1
大きさを変えて楽しめる。 保育者の思いが詰まっている。 1
保育者が子どもの発達を把握できる。 玩具に愛着が持てる。 1
　手作りおもちゃの必要性と意義についての質問では、未回答者も多かったが、子どもの発達
にあった玩具が提供できることを示している回答が一番多く、心身の発達が著しい乳児保育に
は欠かせないものとなっていると考える。回答にばらつきがあったが、多忙な勤務状況の中で
それぞれの保育者が意図をもって作成していることが窺えた。
　乳幼児は生活と遊びの中で五感を通し様々な経験をしながら育ち学んでいくことから、その
生活環境は重要である。多くの保育現場では、手作りおもちゃは普段の遊びの中でいつでも遊
べるように、子どもの手の届きやすいところに置かれている。既製のおもちゃの中に、手作り
おもちゃがあることで保育室全体が温かみのある雰囲気になっていることも確かである。特に
保育者がおもちゃを特定しなくても、既成のおもちゃではなく、手作りおもちゃを使って遊ぶ
姿が見られる。
　保育所に訪問した際に、午後のおやつ後の自由遊びの時に、病院ごっこをしている 歳児の
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子どもの姿を見かけた。看護師になりきっている子どもは、手作りのナース帽をかぶり「次の
患者さんどうぞ」と呼び掛けている。そこに人形を抱いた子どもがやってきて診察をしてもらっ
ている。「お熱はありますか？」「はい。お薬です。」と、手作りの薬（色水）を渡している。
子どもどうしで 歳児らしい会話をしながら、自分が体験したことを再現している様子が見ら
れ、其々がなりきって遊んでいる。こうした遊びには役になりきるための小道具である手作り
おもちゃが必要になってくる。薬として渡していた色水は別の遊びではジュースやさんごっこ
にも使われる物と思われる。
　また、 歳児クラスでは、保育士がかごに入ったマラカスを床において、子どもにマラカス
を渡し、CDをかけ始めた。運動会の時に練習していた曲だと伺ったが、曲が鳴り出すと 歳
児の子どもが両手に持ったマラカスを振って楽しそうに身体を動かし始めた。曲が終わると
しっかりポーズを決め嬉しそうな表情を見せていた。子どもたちがお気に入りの曲であり、マ
ラカスを振ることを楽しんでいることがよく分かった。（事例 がその様子である。）
　こうした保育現場の実践からも、子どもの年齢にあった手作りおもちゃが子どもの遊びをよ
り豊かにしていることがよく分かる。
　表 III‒1に示したように 歳児には見立てつもり遊びのための手作りおもちゃや道具が多く
示されていた。それぞれの遊びを仕切り、集中して遊べる衝立や柵のようなものや、遊びの空
間作りのための大型積木のような手作り道具である。こうした衝立や大型積み木がお家になっ
たり、お風呂になったり、電車や車になったりする。なりきって自分の世界で遊びを広げてい
くための大切な空間といえる。その衝立は毎回の自由な環境作りに使用されるだけでなく、常
設のままごとコーナーを作るための衝立であったりする。こうした道具も手作りおもちゃの一
部としてとらえることができる。
　また、道路マットや線路といった車や電車を走らせるために作られたものもあり、子どもの
想像力をかりたてる環境づくりとなっている。
　乳児保育における手作りおもちゃの意義は、アンケート結果からも分かるように、子どもの
発達に合わせたおもちゃをタイムリーに提供できることにある。 歳から 歳の感覚や運動機
能が著しく育つ年齢では、おもちゃに触ってみたい、おもちゃで遊びたいという子どもの探求
心が感覚や運動機能の発達も促していく。子ども一人ひとりの発達に合わせたおもちゃを提供
することで、子どもにおもちゃへの興味をもたせ、遊びをより主体的で楽しいものにしていく
のである。
　手作りおもちゃには既製のおもちゃにはない手作りの良さを見出すことができ、保育室の環
境の一部として存在するだけで温かみを感じるのは、子どもの状況を知る保育士が、子どもが
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おもちゃを使って遊ぶ姿を想像しながら作るという思いが込められているところにあると思
う。
　手作りおもちゃの欠点として壊れやすいところや、保育業務が忙しく量的に作れないところ
もあるが、子どもの興味の向いているものを、タイムリーに提供できる良さがある。時々、保
育士の意図と違う使い方をしたとしても、安全な遊び方であれば、子どもの遊びへの主体的な
工夫と捉え喜ぶべきだと考える。
　また、 歳児は表象機能の発達とともに言葉が増えてくるので、保育士とのかかわりや会話
を楽しみながら遊ぶことが大切である。見立てつもり遊びのきっかけづくりにも手作りおも
ちゃは役割を果たしていると考える。
　 歳未満児の場合はおもちゃを口に入れるということも多い。これまで筆者の考案した手作
りおもちゃは、段ボールなどの紙製品が多く衛生面での課題があった。最近は表面のコーティ
ングとしてOPPテープやブッカーを使用するようにしている。こうした課題はフエルトで作っ
たおもちゃにもあるので、布製のものは洗濯しやすい材質に変更していきたい。
　筆者が循環社会の重要性に視点を当て、身近な素材を再利用（リサイクル）して作ってきた
手作りおもちゃは、子どもの遊びにとって価値のある物的環境としての役割を果たしてくれる
ことを願っている。
　研究に当たり、アンケートにご協力頂きましたK市役所幼児教育・保育課とK市の保育士の皆様、
実践にご協力いただきました 保育所の皆様に心よりお礼を申し上げます。
　なお、アンケート等の実施、写真掲載については桜花学園大学倫理審査委員会の承認を得て、本
人及び子どもの保護者の承諾を得て掲載しています。
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